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＝編集後記＝本号（
『史観』第一七五冊）には、日本史一
本、アジア史二本、西洋史二本、考古学一本の合計六本の論文を掲載することができました。またそれに加え、 号には、史料紹介一本も掲載されています。若手からベテランまで、熱意 こもった論稿が揃い 充実した内容になりました。味読いただければ幸いです。
この夏、四年に一度のオリンピックが、ブ
ラジルのリオで開催されまし 。四年後はいよいよ東京 の開催です しかしな ら、日本の置かれている状況も、そ て世界の置かれて る状況も、決して明るいことばかりではありません。果たして四年後の日本がどういう状況でオリンピックを迎えられるの 、少し心配な気持ちも たします。
先の見通せない状況であればあるほど、人
は目先の利害を追い、短期的視野に陥りがちです。しかしそうした短期的な利害計算ばかりで人々が行動するようになれば、次世代に過大な負の遺産を残すことにもなりかねません。こうしたなか、歴史学や考古学の役割は小さくないと考えます。短期的 利害とはそれこそ無関係の学問ですが、長大な視野から人類の歩みを眺めるう では、多くの材料を提供する とができます。先の見えな 時代だからこそ、あえて一歩引いて物事を考える学問の価値は大きいと考えます。その発展に、本誌がいく かでも貢献 れば幸いです。

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